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　米国政府は、2012 年 3 月、ビッグデータの利活用を目的とした研究開発イニシアチブ























（Bt ワタ）の商業栽培を認めた。2011 年までに Bt





















13 回を最高に、2010 年には平均 3 回まで減少した。
その間に益虫は増加し、例えばテントウムシは、
1990 年代初めに作物 100 株あたり約 2 匹であった
ものが、2010 年には約 8 匹になった。
　一方、アブラムシの数は 24 カ所で調査され、Bt
ワタ導入以前の期間（1990～1996 年）、Bt ワタの
栽培面積が 90% 未満の期間（1997～2003 年）およ































1）　Lu, Y., et al., Widespread adoption of Bt cotton and insecticide decrease promotes biocontrol services, Nature 487, 
362-365（2012）
2）　The impact of Genetically Engineered Crops on Farm Sustainability in the United States, National Research Council 
（U.S.）, 2010
3）　米国の農業継続性に関わる遺伝子組換え作物のインパクト、科学技術動向 2010 年 8 月号
トピックス1 Bt 遺伝子組換えワタの栽培環境における農業生態系の改善
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発電による電力が、好天に恵まれた 2012 年 5 月
25 日と 26 日両日の正午すぎに、22 ギガワット
（1 GW=109 W）を記録したと発表した。工場や企
業が稼働していた 25 日金曜日には全国のピーク時






　5 月のピーク電力の平均は 16 GW、最低値は
8 GW であった。22 GW の電力ピーク値を記録した
1 日（5 月 25 日）の太陽光発電による電力量は 189
ギガワット時（GWh）で、この日の総電力消費量
の 14% に相当する。この日の直前 4 週間の発電量
は、後半に向けて増加し、最終週には総電力消費
量の約 12% を発電した2）（図表 2）。
　ドイツの太陽光発電の設備容量は 25 GW 以上で
あり、1 国としては世界でも群を抜いている。2011
年に 7.5 GW 増え、2012 年にはさらに 8 GW の増設






















4）　Martin Braun, “Smart Grid Challenges and Solutions–Integration of Photovoltaic and Storage Systems”,imec 
Technology Forum 2012
図表 3　ドイツの再生可能エネルギーの発電設備容量
図表 1　太陽光発電量の推移（ドイツ、2012 年 5 月 25 日）















1）　CHASSES SUISSES DU RHÔNE：http://www.cnr.tm.fr/fr/Chasses2012/DEPLIANT%20PAGE%20PAGE.pdf
2）　Vidange 2012-Barrage de Verbois：http://www.sig-ge.ch/vidange2012/



















































　2012 年 6 月、欧州のローヌ川で、ジュネーブからリヨンまでのすべてのダムのゲートを開いて、
ダムに堆積している土砂を国境を越えて下流に洗い流すという、世界最大規模の一斉排砂が実施され



























ことができる。2012 年 8 月末現在、16 分野の120 コー
スの授業を提供している。受講資格は、原則として





























界 160 カ国の155,000 名が登録し、最終的に 7,157 名
が合格した。合格者の数は、過去 40 年間に MIT で
行った、この授業の単位取得者数に匹敵する。
　2012 年秋学期より、MIT にハ バー ドー大学とカリフォ
ルニア大学バークレー校が加わり、3 校共同でのオンラ

















の教育ベンチャ ・ーサービスである「Coursera」や「Udacity」は、それぞれ 2012年 4月および 1月か
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トピックス5 CERNがヒッグス粒子探査の最新状況を発表
　CERN（欧州原子核研究機構）は、2012 年 7 月 4 日、ヒッグス粒子探査の最新状況を発表し、ヒッ
グス粒子が発見された可能性について報告した。CERN では大型ハドロン衝突型加速器で陽子を高速
に加速して正面衝突させ、その時に発生する素粒子を ATLAS と CMS という 2 つの研究グループが




子探査の最新状況を 2012 年 7 月 4 日に発表した1）。











と CMS という 2 つの研究グループが独立に観測し
















的に可能性のある 3 つの質量（125 GeV, 150 GeV, 
190 GeV）も棒グラフで示してある。図表 1 と図表
2 のいずれも、126 GeV（陽子質量の約 133 倍）付
近に、バックグラウンドよりも高いデータ数が存
在 す る。ATLAS 実 験 で は 126.5±0.6 GeV、CMS
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SCOAP3（Sponsoring Consortium for Open Access 























































































































































































































うであり、図表 1 の 3 つの要素が満たされていたと考えられている。
䝋䜺䜨䝷ᛦ⩻ெ㛣୯ᚨ⛁Ꮥᢇ⾙ 䝗䜼䝑䜽
2 デザイン思考のアプローチ






































の 創 始 者 の 一 人 で あ る David 
Kelly から経営を引き継いだ現在






























































䐖⌦ゆ㻋㼘㼑㼇㼈㼕㼖㼗㼄㼑㼇㻌 䐗びᐳ㻋㼒㼅㼖㼈㼕㼙㼈㻌 䐘ちⅤ㻋㼇㼈㼉㼌㼑㼈㻃㼓㼒㼌㼑㼗㻃㼒㼉㻃㼙㼌㼈㼚㻌䐙䜦䜨䝋䜦໩㻋㼌㼇㼈㼄㼗㼈㻌䐚䝛䝱䝌䝃䜨䝛㻋㼓㼕㼒㼗㼒㼗㼜㼓㼈㻌䐛ム㥺㻋㼗㼈㼖㼗㻌 㻔㻑㻃╌᝷㻋㼌㼐㼄㼊㼌㼑㼄㼗㼌㼒㼑㻌 㻕㻑㻃䜦䜨䝋䜦໩㻋㼌㼇㼈㼄㼗㼌㼒㼑㻌㻖㻑㻃ᐁ⌟㻋㼌㼐㼓㼏㼈㼐㼈㼑㼗㼄㼗㼌㼒㼑㻌
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と 2 を統合し、図表 3 のようにま
とめることができる。





















＊は、Business Week 誌（2009 年）でも紹介されていた大学・大学院。†は 2013 年度から開始予定の
大学・大学院。各大学・大学院での実施状況のレベルは同じではない。
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大学・大学院におけるデザイン思考（Design Thinking）教育
























































































































































　Stanford 大 学 と 同 じ よ う に













































































　Stanford 大学 d.school は、SAP
社の創業者である Hasso Plattner
が個人的に資金提供して Stanford






























d.school で 年 間 350 人、Potsdam

































































































出典：Potsdam 大学 HPI d.school













d.school では約 70 人、Potsdam 大









































































































































（Royal College of Arts）の Inno-














られた Design London という組
織があり、Royal College of Arts


















ロント大学の Rotman School  
of Management が 2005 年から、








米国 MIT では、工学部と Sloan 
School of Management の共同に
よる System Design Management
が、デザイン思考を取り入れてい
る。シカゴのイリノイ工科大学の










　南 米 チ リ で も、Pontificia Uni-








University of Design and Tech-





Design Singapore Council という
政府の協議会があり、この協議会
が 2010 年に Design Thinking and 
Innovation Academy という大学
院相当の教育機関を設立し、知
財創 出 も 含 め た デ ザ イ ン 思 考
教育を開始している。Singapore 
Polytechnic にも SP School of 
Design でデザイン思考が教育さ
れてい る 。 シ ン ガ ポ ー ル 国 立
大 学 （National University of 
Singapore、NUS）では、工学部
に Integrative Design Thinking
という大学院課程が設置されて
いる。さらに、NUS ビジネスス
ク ー ル が、Design Thinking & 
5 その他の海外の大学・大学院の例







　日 本 国 内 の 教 育 活 動 で は、
2009 年から始まった東京大学の















































































大 学 で は、2011 年 9 月、2012 年



























市にある Xue Xue Institute がデ
ザイン思考を取り入れようとして
いる。
　イ ン ド の National Institute of 
Design（NID）は 1961 年創設だが、



























































































































































宣 明、 安 村 通 晃（ 慶 應 義 塾 大
学 ）、 平 井 康 之（ 九 州 大 学 ）、
Don Norman （Nielsen Norman 
Group）， Christoph Meinel, Ulrich 
Weinberg（Potsdam 大学 HPI）、
Edward Feigenbaum, 福田収一、
Renate Furuchter, Larry Leifer, 
















育成および教育の在り方（2002 年 10 月号）、原子力分野における人材育成の必要性・現状・課題（2003 年 9 月号）、
国際標準を担う人材育成について（2005 年 6 月号）、アナログ技術の動向と人材育成の重要性―CMOS 高周波 LSI に
みる新時代のアナログ技術を中心に―（2007 年 1 月号）、今後求められる臨床研究者像と大学院における人材育成の
試み（2007 年 8 月号）、ＩＴを基盤としたインドの産業発展と知識型社会を目指した人材育成の動き（2007 年 9 月号）、
日本の危機としての IT 人材問題（2008 年 7 月号）、我が国の国際産業競争力を支える人材の育成―基幹産業としての
鉄鋼業を例とする人材育成モデル―（2009 年 4 月号）
6）　http://dschool.stanford.edu/social-entrepreneurship/、成功例として：http://embraceglobal.org/ などがある
7）　World’s Best Design School, Special Issue “Design Thinking,” Business Week 2009/0930：
http://images.businessweek.com/ss/09/09/0930_worlds_best_design_schools/index.htm?technology+slideshows
8）　“design thinking”, BusinessWeek 2005/3/8
9）　Design Thinking, Harvard Business Review, June 2008, pp.85-92
10）　Change by Design: How Design Thinking Transforms Organizations and Inspires Innovation, HarperBusiness, 2009 
（「デザイン思考が世界を変える　―イノベーションを導く新しい考え方」ハヤカワ新書 juice） 2010 年
11）　奥出直人、デザイン思考の道具箱、早川書房、2007
12）　田川欣哉 , デザインエンジニア：イノベーションの現場からの報告、科学技術政策研究所講演録 -267、2010 年 12 月
13）　林晋・黒川利明、日本の危機としての IT 人材問題、科学技術動向、2008 年 7 月号
14）　http://designthinkingwebredesign.wordpress.com/2010/11/21/singapore-design-thinking-and-innovation-academy-too-late/




















































































































































































プの大きさが 2000 年の 10 mm2
から 2010 年の 2〜3 mm2 以下へと
小型化し、平均販売価格は 2000
年の約 240 円以上から 2010 年の
約 56 円程度へ低価格化した。ま
た、センサーにより収集等した






● 2012 年 7 月 30 日に開催された第 103 回総合科学技術会議本会議の参考資料 1–2 参考 2「平成
25 年度　重点施策パッケージの重点化課題・取組」4）に重点化取組のひとつとして「大規模情
報（ビッグデータ）の利活用の基盤技術の開発・標準化・普及促進」がある。


























































































1 000 000 000 000 䝋䜽䜳䝌䝇䝛䝕䝁䜷䝷䛴HDDᐖ㔖ౚ(1TB)
⡷ᅗ㆗ఌᅒ᭡㤃䛴2011ᖳ䛴཭㞗䝋䞀䝃㔖235TB
䜲䜰(Giga)



































　2012 年 6 月 5 日に平野博文文




























































































































































評議会（President’s Council of Advi-
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注3：1000 ゲノムプロジェクトは、2008 年に開始した public-private コンソーシアムであり、世界中の













































































































　DoE は、5 年間で 2500 万 US＄
をファンディングする一部として、
Scientific Discovery Through 
Advanced Computing（SciDAC）
プログラムを通して SDAV 研究
所（Scalable Data Management, 
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に、テラ FLOPS（Floating point 






















る。 す で に、John Wesley Powell 























and Information Technology 
Research and Development）プ
ロ グ ラ ム に 基 づ い て 行 わ れ て
い る。NITRD に は 15 の 政 府
機関が参加し、8 の個別研究分









（Supplement to the President’s 
Budget）が発行されている。
　ビッグデータに関しての上級運
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米国政府のビッグデータへの取り組み




























































（all hands on deck）”取り組みが
必要」と語っている32）。現に例え






















tĞď᝗ሒ෕┷䜊ິ⏤ 䝦䝒䛴䜿䝷䜹䞀᝗ሒᕠኬ䛰ᩐೋ䝋䞀䝃䝗䝇䜴䝋䞀䝃 ኣ⛸ኣᵕ䛰ฦ㔕䛭䛴౮ೋ๭ฝ㜭ⅇᑊ➿䚮೸ᗛ⟮⌦䚮ᆀ⌣⎌ሾ⥌ᣚᨭၻ䛰䛯▩ ౮ೋⅇᐐ䛴ฦᯊ䜊㆑࿈⯗✭ᶭ࿔䜐䛴Ẵᅸ䛮Ὦ㏷䜳䝰䜼䝇䝌䜯䞀䝍䛴୘ḿฺ⏕ᒓṌ䛴ฦᕱ㐿ఎⓏ䜦䝯䜸䝮䜾䝤䛴゛⟤㐛⛤䜱䝩䝰䞀䜻䝫䝷䝿ྊち໩ ὕᐳ䛮▩ᜠ䛴ᘤฝฝ඼䠌ྊち໩⏤㟻䛵䚮䛐Ⲍ䛴ỀዥᏄኬᏕ 䜻䝣䝩䝰䞀䜻䝫䝷⛁Ꮥᩅ⫩◂✪䜿䝷䝃䞀䟺⌦Ꮥ㒂᝗ሒ⛁Ꮥ⛁ ௿⸠◂✪ᐄ䟻䛴tĞď䝞䞀䜼䛑䜏
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情報・データを入手できるサイト






































































































NSF は、この合意を SAVI（Science 
Across Virtual Institutes）アワー
ド の ひ と つ で あ る「GLOBAL 
RESEARCH ON APPLYING 
IT TO SUPPORT EFFECTIVE 
DISASTER MANAGEMENT 
（GRAIT–DM）」 に「MEXT and 
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野村　稔
科学技術動向研究センター　客員研究官
http://www.nistep.go.jp/index-j.html
企業にてコンピュータ設計用 CAD の研究開発、ハイ・パーフォーマンス・コン
ピューティング領域、ユビキタス領域のビジネス開発に従事後、現職。スーパーコン
ピュータ、LSI 設計技術等の科学技術動向に興味を持つ。現在、科学技術イノベーショ
ン政策における「政策のための科学」に関する研究に従事し、研究開発のもたらす社
会的・経済的効果の定量化・可視化に取り組んでいる。
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